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あいさつのできる人に
副校長 比嘉 朝明

４月に新学年がスタートして新しい出会いがあったことと思います。人と人との出会いは

「縁」です。もし和泉中学校に入学していなければ出会いはなかったでしょう。この出会いは、

人の宿命として生まれた瞬間にもう決まっていることなのかもしれません。でもきっかけがな

ければ知り合いにも友達にもならないでしょう。初対面の人同士が声を掛け合うのはちょっと

勇気がいりますが、あいさつから始めれば難しいことではありません。朝だったら「おはよう」

とか「おはようございます」。昼間だったら「こんにちは」。簡単な声掛けから話が始まり会話

が続き、人の縁が結ばれていきます。あいさつは人と人とを結ぶ大事な手段だと思います。

あいさつが習慣として身に付けば、さりげなく自然にできるようになります。習慣として身

に付いていなければとても難しいものです。声をかけようかどうしようかと迷ううちにタイミ

ングを逸してしまったり、お互いに躊躇（ちゅうちょ）している間に時間だけが過ぎていって

しまったりと。ぜひあいさつを習慣として身に付けてください。

山登りに行くと見知らぬ人達ともすれ違うときにあいさつをします。

見知らぬ人達でも声をかけられると、その場にいる人たちがみんな同

じ思いを共有している仲間のような気持ちになってとてもうれしくな

ります。

５月６日は開校記念日でした。昭和３４年に杉並区立和泉中学校と

して産声を上げました。人間であれば５３歳です。この５３年の間に

もあいさつから始まるたくさんの出会いがあったと思います。毎日の

あいさつが心からできる人になってほしいと願っています。

５日間の職場体験が行われています
５月７日から１１日の５日間、本校の２年生が地域の職場の方々のご協力をいただき、職場体験を行って

います。仕事の大変さ、責任の重さ、充実感など普段の学校の授業とはちがう勉強をたくさんしてきてほし
いと思います。

★ 平成２４年度職場体験先一覧 ★
・和泉保育園 ・キッチンコート永福町店 ・サミット和泉店
・ヤマト運輸 ・和泉町幼稚園 ・セブンイレブン和泉北口店
・スーパーつかさ ・来夢来人 ・永福ふれあいの家 ・首里製麺
・株式会社丸三容器 ・樺島病院 ・永福和泉地域区民センター
・リンレイサービス ・いじゅん ・てんさくの花 ・方南図書館
・グリルマリノ ・グランパツクシ ・オイスカ ・永福南保育園

お忙しい中、貴重なお時間を提供していただいております各職場の皆
様に心より感謝申し上げます。 【グリルマリノ】

u m i和泉中だより



★ ５月および６月始めの予定 ★
日 曜 学校行事予定

５ 月

７ 月 職場体験（始）（２年）

区特定課題調査（１・３年）

８ 火 フレンドシップスクール（始）

９ 水

１０ 木 修学旅行保護者説明会（３年）

１１ 金 フレンドシップスクール（終）（１年）

職場体験（終）（２年）

１２ 土 手習い塾９～１２

１３ 日

１４ 月 全校朝礼 教育実習（始）

区特定課題調査（２年） 尿検査一次

１５ 火 運動会放課後練習開始

１６ 水 部活動保護者会 １５：００～

１７ 木

１８ 金 生徒総会

１９ 土 手習い塾９～１２

２０ 日

２１ 月 学年朝礼 安全指導

２２ 火 修学旅行（始）（３年）

２３ 水 脊柱側わん症検診（２年）

２４ 木 修学旅行（終）（３年）

２５ 金 尿検査二次

２６ 土 手習い塾９～１２

２７ 日

２８ 月 心臓検診 避難訓練

２９ 火

３０ 水 運動会予行

３１ 木

５ 月

１ 金 運動会準備

２ 土 運動会 教育実習（終）

３ 日

４ 月 振替休業日

★離任式★
５月２日に、転任された先生をお招きし離任式がありま

した。今年度、本校から転任された方は、理科の志津野先

生、英語科の小川先生、事務の松田さんの３名です。松田

さんは仕事のご都合で、いらっしゃれませんでした。

志津野先生は、和泉中の校歌の歌声が、９学級規模の転

任した学校に負けていないこと、校舎が５階建てなので５

階まで駆け上がっていること、転任した学校で和泉中の生

徒の名前と同じ名前を見つけるとどうしているのかと思っ

てしまうことなどを話されました。小川先生は、１ケ月ぶ

りに会う２・３年生が成長していて驚いたこと、転任した

学校の英語の授業では、新泉小・和泉小出身の生徒が活躍

していること、和泉中の学校便りを見ることができるので、

学校便りに名前や写真が載るように活躍してほしいことな

どを話されました。生徒会の生徒が、お礼の言葉と花束贈

呈をしました。とても立派な態度でした。皆さんが歌った

「校歌」と「明日という日が」は、和泉中で聞く最後の歌

声になりました。お二人の先生の心に響いたことでしょう。

志津野先生、小川先生お世話になりました。本当にあり

がとうございました。


